




Present Problem of Woman Education in Japan (1)
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2）　家政学についての諸見解
　1）群　より望ましい家庭生活を追求し創造する。綜合的に家政学を捉える。〔今和次郎，大橋広，松平友
　　子，黒川喜太郎，酒井ノブ子，前川当子など〕
　2）群家庭生活と経嘗（いとなみ）として体系づける。〔中原賢次，常見育男，大熊信行，松下英夫など〕
　3）群　労働力要因の保全と再生産とみ，家庭経済論，生活構造論として捉える。〔大河内一一Yv，籠山京，
　　中鉢正美〕
　4）群生活の科学化（合理化）に重点をおく。〔東北大の生活科学研究の諸氏。自然科学者の一群〕
　5）群　経済学のうちの消費経済学だどする。〔経済学者の一群）
　6）群人間関係，社会生活の総体的認識のうちに。〔社会学者の一群〕
　7）群　家庭生活に，どうすればよい零囲気や環境をっくれるか。〔社会心理学者め一群〕
　8）群　家政学を規範の学とみる。〔倫理学，教育学者などの一一‘？es〕
3）　川島武宜「『近代化』の意味」，渡辺洋三「日本祇会の近代化」『思想』1963年1ユ月号，持田栄一「教
　　育の『近代化』をめぐる問題」『思想』1965年1月号，渡辺洋三「憲法と現代法学」256頁。本稿との一
　　関連における「近代化」については次号でとりあげる。　　　　　　　　　　，
4）明治以降教育制度発達史第2巻2ヲ4頁。「藷外国の例を見ても女子の中等学校を高等女学と称している
　　国は余りないe独り独逸に於ては従前より此名称を用いている。我国に於て高等女学校を採用するに至
　　つたのは恐らく独逸の例にならつたものであらう。Jドイツ（王908年）の高等女学校（Htihere　M5dchen－
　　schule）は修業年限は満6才より満！5才まで，最下の三年は小学校教育に相当する部分で，9年制高
　　等学校であるギムナジユーム（Gymnaslum）の予備科（Vorschu！e）と同じ性質のものであつても，
　　高等女学校は所謂高等学校（H6rere　Lehranstlten）に属するものとはみていない。高等女学校は女子
　　の小学校より程度の高い意味に用いられデこ。わが国ではこの思想が女子教育に根強く存在している。
　　　（ドイツではこの制度は1913年に敢正されギムナジユームと同等の9年制女子高等学校となった。）
5）　野間教育研究所紀要，第1輯　玉76頁。
6）　石田　雄：明治政治思想研究，37頁。
7）　丸山真男：現代政治の思想と行動，18頁。
8）朝旧ジヤーナル編集部編：大学の庭「反良妻賢母」参照，74頁。
9）川島武宣：近代社会と法「社会科学における人間の地位」参照，1頁。
10）　川島武宣編1：　ノ、隔］と社会，　96頁。
11）丈部省発行：こどもの成長と家庭
12）川島武宣編：人問と社会，45頁。
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